
出席者36名・欠席者13名・免除会員10名
麻田・有家・後藤・福田・飯間・和泉清・神余・松山・齋賀
四宮・和泉享・岸上・森高・中川-会員

RI会長
ゴードン R. マッキナリー 75.5％（7/20）

福田　洋子

尾崎　浩太郎

稲田　達典

∵ 8月のプログラム
3 (№１)-暑気払い家族例会

10 (№2)-休会

17 (№3)-細則変更に関する投票

24 (№4)-クラブフォーラム

31 (№4)-クラブフォーラム

∵ 他RC例会変更

∵ ニコニコＢＯＸ；

祝誕生月

　天野君

家族例会参加ありがとう

ございました

　東原君

細則変更の投票を無事終えて

　天野君

プログラム委員会よろしく

お願いします

　大西君

<ニコニコ会計累積/￥59,000>

∵ がんばるＢＯＸ；

阪神タイガースに優勝マジック

ナンバー29が点灯して

　高岡君

7/28誕生日のアイスクリーム

ありがとうございました

　古川君

<がんばる会計累積/￥20,000>

E-mail,office@marugamerc.com    http://www.marugamerc.com
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■会長挨拶

いつから私達は他者を思いやれなくなったのか

自分の意見に合わない人に対して容赦なく非難し、攻撃する――そんな人が目につく

ようになってきている。なぜ「寛容の精神」を持たない人が増えているのか。

最近は「自分が正しい」と主張してそれに従わない人をいじめる人が、増えている気が

します。他者を思いやることができず、いじめても良心の呵責（かしゃく）を感じない人

たちが、本当の意味での自分の意見を持っているのか、はなはだ疑問です。なぜなら、

自分の頭で考えることができるのならば、当然、自分のことだけではなく他者に思い

を馳せることもできるはずだからです。

「世間の常識」や「権威（自分の会社の上役、ボス的存在のママ友など）」に従って、

権力者や世間の常識の代弁人となって力をふるっている人は、はたして自分の頭で

考えているのでしょうか。自分とは違う立場の人々や、自分と違う意見を持つ人々の

気持ちを想像することができる人こそが、自分の意見を持てるのだと思います。自分

の意見が否定されたり、相手の意見を受け入れなければならなくなることに慣れてい

ない人が増えているように思います。

意見を言わない他者は、自分にとって人畜無害の存在。こういう人たちは、本当にど

うでもいいので放っておく。けれど、自分の意見と合わない他者は、不快だから排除

しようとバッシングをするわけです。自分と意見が合わない人を不快だと感じるのは、

同調圧力に近いかもしれません。

これからの時代は、好むと好まざるとにかかわらず、自分たちのルールを守っていく

だけではやっていけないのです。価値観を多様化させ、時代の変化に対応していか

なければ、すぐにそっぽを向かれてしまいます。

自分と価値観や考え方が合う人間だけを大切にして、そこから外れた人のことは排

除していじめるというのは、まさに他者に思いを馳せられない人がすることで、これ

からの時代には到底許されることではありません。 （東洋経済より）

■理事会報告

【9月の予定について】

9月7日（木）

・クラブフォーラム（会員増強・退会防止委員会/後藤委員長）

・プログラム委員会お知らせ（年間行事など）

9月14日（木）・会員宅話（古川会員・NTT関連）

9月21日（木）クラブフォーラム（広報雑誌広報IT委員会/稲田委員長）

【8月の定例理事会について】

・細則に関する投票について

投票総数43票 賛成：34票 反対9票

賛成が79％を得て、全票の2/3以上が変更を支持しているので細則を変更する。

※全票は投票総数とする。白票や棄権は全票には含まない。

この結果により9月より月3回の例会へと移行し、速やかに年間行事の策定と予算

を決定し、クラブ計画書を作成する。

会費についてもこれまで通り、前期9万円後期9万円の計18万円で運営。

食事についてもこれまで通りで運営していく。

・今後の運営に関して

9月・10月は和泉直前会長を会長代理（代行）として運営していく。

（裏へ続く）

お知らせ
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■例会事業；プログラム委員会 委員長 大西信亮

本年プログラム委員会は会長方針に基づき、会員にとって、意義

ある例会となるようプログラム計画に努めます。

今年度、ＲＩ会長のテーマ「世界に希望を生み出そう」や、ガバナー

の示された「挑戦しよう」に関わるような事業を計画致します。

重要事項としては、ガバナー輩出の準備をプログラム面でサポー

トするとともに、これから続く10年を見据えたプログラムの計画を

実施致します。

出席委員会、会報雑誌・後方ＩＴ委員会、親睦委員会、ＤＥＩ委員会

と連携し、ロータリー活動を地域の方々に認識頂き、共感頂けるように工夫致します。

【主なイベント】

暑気払い（8月3日）

観月会（10月12日）

ガバナー補佐公式訪問及びクラブ協議会（11月30日）

ガバナー公式訪問（12月14日）

年次総会（12月７日）

忘年家族会（12月21日）

合同新年会（丸亀東ＲＣ合同 1月25日）

ＰＥＴ,ＤＴＴＳ（2月25日）

善行表彰（3月中旬予定）

ＩＭ（3月予定）

合同観桜会（坂出東ＲＣ合同 4月4日）

お城まつり（5月4日）

地区大会（5月17～19日）徳島

納会（6月20日）

本日の投票結果を踏まえて年間計画を見直し改めてご連絡させていただきます。

2670地区

吉岡ガバナーのテーマは「挑戦しよう」です。

丸亀ロータリークラブも60年を過ぎ変革期であろうかと思います。改革は大変です。

我がクラブは、若い会員の方が多いクラブですので、若い方の意見に耳を傾け、新しい風

が取り込めて行けると良いと思います。それにより全員増強に繋がります。

クラブフォーラムとは、クラブ討論会の事。

問題点を取り上げ、各委員長の話から、知識を広める事はもちろん、色々問題を取り上げ

それの実施、推進について、全会員が討論して進路を見出そうとする会合です。

70周年を迎える頃の、丸亀RCは？それを囲む社会環境は？

人口減少、高齢化、Ｚ世代・・・

今後10年さらに、その先に向けての「クラブの運営、クラブの在り方」

皆さんの力をお借りしてプログラムしたいと考えています。ご協力よろしくお願いします。


